
 資料１―１ 

松伏町地域公共交通活性化協議会 

令和７年度事業計画の進捗について 
 

 

 
 

 

 

（公共交通の担い手の確保に向けたイベントの開催） 

▮ 事業３．「公共交通担い手確保フェア」などのイベントを年２回実施予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

（路線バスの運行情報の提供・更新） 

▮ 事業６．バス運行情報の提供の継続及び適宜更新情報の発信を行う。わかりやすい案内

について、適宜検討し、実施予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第１回【令和７年１０月２１日（火）】 

・越谷市役所エントランス棟３階にて、動画上映、業務説明、個別相談を実施。 

 

■第２回【令和８年３月１４日（土）】 

・まつぶし緑の丘マルシンパークにて、動画上映、業務説明、個別相談、タクシー展示・

乗車体験、バス展示・乗り方教室を実施。 

➡第２回は休日開催で乗車体験などがあり、来場者は多数であった。 

・現在、町ホームページにてバス事業者のホームページのリンクを掲載している。 

・令和８年１月より開始した（株）ジャパンタローズ様の「バスロケーションシステ 

ム」について、町ホームページにリンクを掲載した。 

・令和８年１月発行の「松伏町ガイドマップ」にバス路線案内とサイクル＆バスライド 

を掲載し、周知を図った。 
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（マイ時刻表の配布） 

▮ 事業７．マイ時刻表の配布に向けて事例研究を行い、作成及び配布方法などについて、

検討予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（サイクル＆バスライド利用環境の拡充及び積極的ＰＲ活動） 

▮ 事業８．現在の町のホームページによる周知に加え、ＳＮＳを活用した積極的なＰＲ活

動を実施予定。 

 

 

 

 

 

 

（車両のバリアフリー化） 

▮ 事業９．路線バス事業者にてバリアフリー化を推進するため、路線バス事業者へ補助金

の交付を実施予定。 

 

 

 

 

  

・サイクル＆バスライドの対象となる駐輪場を２か所（中央公民館・Ｂ＆Ｇ海洋セン 

ター）追加し、合計１０か所へ拡大した（※内１か所は、工事の影響により令和８年 

度末まで利用不可）。 

・追加した２箇所について、町ホームページ、公式ＳＮＳ等で周知を行った。 

・第２回協議会でのご意見等を反映し、完成。【資料１－２参照】 

・令和８年３月１４日（土）開催の第２回公共交通担い手確保フェアでチラシ兼申込 

書を配布した。今後、広報誌や町ホームページ等で周知し、実施していく。 

・ノンステップバスを導入または更新した路線バス事業者に対し、町から補助金を交 

付した。 
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（バス待合環境の充実） 

▮ 事業１０．昨年度の企業版ふるさと納税による寄附金を活用して、バス停の上屋の設置

を実施予定。町内の公共施設をバスまちスポットとして登録できるよう調整

予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■バス停の上屋 

・「松伏消防署前」（上り）バス停について、利用者の利便性向上を図るため、埼玉あす 

か松伏病院方面へ約７０ｍ移設し、上屋を設置した。 

上屋の完成に伴い、 

３月８日（日）より 

バス停を移設した。 

松伏消防署前（上り）

バス停 

上屋設置後 
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（路線バスのキャッシュレス化の検討） 

▮ 事業１４．路線バス事業者にてキャッシュレス決済の導入や更新などについて、継続的

に調査・検討予定。 

 

 

 

 

 

 

 

（多様な外出サービスの方策に関する調査・検討） 

▮ 事業１６．多様な外出サービスの方策について、先行事例を調査予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和７年１２月１日より（株）ジャパンタローズ様にて、交通系ＩＣカードによるキ 

ャッシュレス決済が開始した。 

・町内の輸送資源について、町での適用可能性についての検討のため、町内で送迎バス 

を運行している事業者への聞き取り調査等を行った。 

■「バスまちスポット」・「まち愛スポット」 

・町内の公共施設等について、「バスまちスポット」５か所、「まち愛スポット」１か所 

を埼玉県へ申請し、登録が完了した。 



 資料１―１ 

 
 

 

 

（公共交通の利用方法などを学ぶ機会の提供・体験型イベントの実施） 

▮ 事業２２．バスやタクシーの利用方法や乗り方を学ぶ機会やイベントについて、公共交

通事業者と調整予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り組み 
3－2 地域の公共交通を地域で守り育てる意識の醸成 

・町のこども向けお仕事体験イベント「ミニまつぶし」にバスのブースを出展した。 

バス会社様の協力により、実際のバスを活用し、乗り方教室を行った。 

 

ミニまつぶし概要 
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（移動スーパー及び買い物代行サービスなどの検討） 

▮ 事業２６．買い物支援と地域の見守り活動を推進するため、移動スーパーを継続して実

施予定。福祉の買い物代行サービスなどの方策について、関係者と連携して

検討予定。 

 

 

 

 

 

・移動スーパー継続のため、売り上げが低調な販売場所について、差し替え等の検討を 

行った。 


